
平成２９年度 久留米市国民保護協議会幹事会 

≪議事録≫ 

 

・会議日時： 平成２９年５月３１日(水)  １０：３０～１１：３０ 

・会  場： 商工会館５階大ホール  

・出 席 者： 別添出席者名簿のとおり 

・議 事 録： 

 （１）北朝鮮情勢への対応について 

① 最近の北朝鮮の情勢等について 

   【質疑なし】 

② 弾道ミサイル落下時の行動等について 

   【木原委員代理：福岡県企画防災課】 

    ・県内では大野城市と吉富町で国民保護の訓練が予定されている。 

    ・県として考えている国民保護の訓練は、自然災害の訓練とは異なり、

シェイクアウト訓練など、その場で、数分間でできるものである。 

   【篠原委員：九州旅客鉄道株式会社企画課長】 

    ・Ｊアラートなどのミサイル発射情報で九州地方の列車を止める。ま

た、乗務員等の携帯電話等に緊急速報メール等があった際にも列車を

止めるようになっている。 

   【内藤委員：ドリームスエフエム放送株式会社主任】 

    ・ドリームスＦＭは、Ｊアラートと連動して自動音声で緊急放送が流

れるシステムになっている。また、手動での割込み放送で、肉声によ

るアナウンスもできる。 

   【松本委員：久留米男女共同参画推進ネットワーク副会長】 

    ・幼稚園や学校関係など訓練は、実施されているか。 

   【事務局】 

    ・ミサイル事案を想定した訓練は、実施できていない。９月の総合防

災訓練の中で実施を検討している。 

   【木原委員代理：福岡県企画防災課】 

    ・県内でミサイルを想定した訓練は、現時点で行っていない。 

  (2) 久留米市国民保護計画について 

① 国民保護のしくみ 

    【質疑なし】 

② 久留米市国民保護計画の見直しについて 

    【質疑なし】 

 

 

 



（3）その他 

  【事務局】 

  ・本日の議事については、幹事の皆様の組織、職場で周知をお願いしたい。 

  ・久留米市国民保護協議会を８月頃に開催予定である。その際、福岡国道

事務所、西日本高速道路株式会社に新たに委員に就任いただく予定である。 


